第５学年　外国語活動指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    日　時　平成２２年９月３０日（水）５校時
場　所　５年教室

指導者　ＨＲＴ：佐藤　健　ＡＬＴ：冨山　聡子

	授業テーマ　コミュニケーションへの意欲を高める体験活動を取り入れた授業


１　単元名　Ｌｅｓｓｏｎ４　自己紹介をしよう

２　単元について

　（１）教材について

	段　階
	活　動　内　容

	第１段階
	好き・嫌いの言い方についてよく聞きとる活動

	第２段階
	好き・嫌いを尋ねられたことに対して、答える活動

	第３段階
	好き・嫌いを尋ね合う活動

	第４段階
	すでに学習した「自分の名前」に「自分の好きなもの」を加えて自己紹介をする活動


　　　　本単元は、４段階構成となっており、内容は下の表の通りである。

それぞれの段階が、児童にとって負担が少なく、繰り返しの時間を確保することができる丁寧な構成になっているので、好き・嫌い答え方や訪ね方に十分にふれ慣れ親しむことができることが考えられる。そのため、最終段階の自己紹介では、安心して活動に取り組むことができるようになることが考えられる。このことから、本単元は、コミュニケーションの能力を高めるに適した単元であるといえる。

　（２）児童について

　男子７名、女子８名、計１５名の構成である。外国語活動に対するアンケート結果では、「とても楽しい」と答えている児童が９名おり、残りの６名は、「まあまあ楽しい」と答えている。全員が英語活動を「楽しい」と感じながら取り組んでいる。しかし、理由で一番多かったのが、「ゲームをするから」であった。外国語の発音や文化などに関心を持って活動している児童はほとんど見られなかった。そのような姿が実際の活動にも見られる。ゲームなどの活動では、活発に活動する姿が見られるが、歌を歌ったり、発音を繰り返したりする時などは、消極的になってしまうことが多い。「しっかりとした発音ができていないとだめ。」といったような「構え」が見られる。特に女子にその姿が多く見られる。

　このような実態から、ゲーム性のある活動を意図的に組み込むようにして活動の活性化を図り、その上で、安心して発音などに取り組めるような個別対応を積み重ねていくことが、充実した授業を展開することにつながると考えた。

　（３）指導について

まず、安心して活動に取り組むことができるようにするために、事前に単元の終わりまでにどんな活動をしていくのか伝え活動の見通しを持たせるようにする。また、単位時間ごとの活動の流れも提示する。

次に、段階ごとに学習するメインの活動にゲーム性のあるものを組み込み、活動意欲を喚起するようにする。また、個人差への対応として、積極的に取り組もうとしている児童には、アクティビティ等で取り組む量や回数を増やすようにしていきたい。消極的な児童には、ＨＲＴやＡＬＴと一緒に発音したり、繰り返したりして、発音に慣れさせ、安心して活動に取り組めるようにしていきたい。

本時では、前述した実態と照らし合わせ、より意欲が向上するように、ゲーム形式で活動できるように英語ノートをアレンジした。好きな物を事前に決めておき、誰が何を好きなのか分からない状態でインタビューし「好き」と答える人を数多く見つけるという内容である（「会いたかったゲーム」）。これによって、インタビューする活動に必然的に繰り返しが生じ、単語・尋ね方答え方に十分に触れることが期待される。このゲーム活動では、HRTが苦手な児童に関わり、一緒に発音したり、繰り返したりするなどの個別対応、ALTが全体の運営というように役割を明確にして、効果的な指導を展開したい。
　　　　これらの活動によって、コミュニケーション能力をより高められるようにしていきたい。

